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W29b InFOCuS気球搭載硬X線望遠鏡のX線特性評価と今後の開発
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10keV以上の硬X線領域では高温プラズマからの熱的放射が弱まり、相対的に逆コンプトン散乱やシンクロト
ロン放射などの非熱的放射が卓越し始める。そのため活動銀河核や銀河団などの非熱的放射機構を解明する上で、
10keV以上の硬 X線領域での撮像観測が大変有効である。これまでの単層膜による全反射を用いた望遠鏡では
10keV 以上のX線には感度を持っていなかった。しかし、InFOCµS搭載型の硬X線望遠鏡では反射鏡面に多層
膜スーパーミラーを用いることによって、10keVを超える硬X線領域においても高い反射率を得ることができる
ようになった。
我々は 2004年 9月に行なわれた硬X線撮像観測計画 InFOCµS の第 3回フライトにおいて天体からの硬 X線
像の撮像に成功した。天体からの硬X線像を解析するためには、観測された像の強度分布を天体の入射方向とエ
ネルギーの関数として表した応答関数が必要となる。そこで我々は、宇宙科学研究本部の 30mビームライン、及
び高輝度放射光施設 SPring-8において硬X線望遠鏡の応答関数構築のための地上較正試験を行なった。
本講演では InFOCuS気球搭載硬 X線望遠鏡の X線特性評価について報告する。さらに 2005年度に予定され
ているNUSMIT塔載型の硬X線望遠鏡の今後の研究開発についても報告する。


